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 まだまだ夏の終わりは見えてきませんが、学生さんたちは休みの終わりが近づいて気持ちを切 

り替える頃かと思います。皆様にとって、この夏は如何でしたか。 

 広報紙でお話をする事では無いと思いつつ、「人材は宝」を強く感じた出来事なのでお付き合 

い下さい。この夏に退職をした相談員の話です。入職して 3 年強の勤務でしたがとにかく真面目 

で飲み込みが早く、ＯＪＴも法人の理念や相談対応の基本程度で、失礼な言い方かも知れません 

が、本当に手の掛からない方でした。前職は医療関係で相談員をされていた際にいろいろと学ん 

できたのだろうと思います。若さ故の心配も懸念はしていましたが、それも老婆心でした。相談 

者の話に引き込まれる事もなく支援にあたる距離感なども絶妙でした。依存傾向のある方へも心 

理士と話をしながら協働する場面は見習うべき姿だと思います。掛けるべきひと手間を惜しまな 

い仕事をしていました。専門職との意見交換や他の相談員からもその存在に安堵する風景を見て 

いました。一身上の都合もあり残念な事ではありますが職場を離れる事になり、いつかまた機会 

があれば一緒に仕事をしましょうと伝えております。 

 「人が人に惚れる」などと大げさなものではありませんが、同じ職場や異なる業種など関係す 

る方々は様々だと思いますが、この人と仕事がしたい！と思える方が何人いるのだろう？勿論、

そう思って頂ける方が自身にいるのだろうか。大きな事は言えませんし、手前勝手で無責任な仕 

事も出来ません。地道に地域の方々と日々悩みながら進むのが精いっぱいです。最近よく仕事で 

の連携において、千と千尋の神隠しで釜じいが千尋に対し「手出すんなら終
しま

いまでやれ」と言う 

フレーズが思い出されるケースがあります。支援全てに対してではなく、支援者としてその役割 

があるなら終
しま

いまでやりましょうと。（自戒の念を込めて） 

 改めてこの夏に退職した職員へ管理者として「終
しま

いまで」サポート出来たのだろうか・・。 

 

 

 

 

日頃よりお世話になっております。船橋障害福祉課でケースワーカーをしております山本と申

します。私は平成２６年に入庁し、初めは生活支援課にて生活保護ケースワーカーを務め、障害

福祉のケースワーカーとしては令和４年４月より配属されました。（一般事務の採用なので、特

に福祉関係の資格職ではありません！） 

福祉って難しい… 
船橋市役所 障害福祉課 

山本 礼                             

基幹相談支援センター  

統括所長 清水 博和 



 

FAS-net こども部会 

《日時》R5 年 9 月 12 日

(火)13:30～ 

《場所》船橋市勤労市民

センター第 1 講習室 

 

船橋市 GH 連絡協議会・

FAS-net 合同意見交換会 

《日時》R5 年 9 月 13 日

(水)11:30～13:30 

《場所》千葉県船橋合同 

庁舎 分室会議室 1 

障害にまつわる支援に携わる中で、難しいなと感じることは、当事者の希望が必ずしも家族の

希望と合致しなかったり、社会的に望ましくない場合があることです。 

本人は自宅での生活を望んでいるが、家族は介護疲れで限界。逆に本人はグループホームなど

での生活を望んでいるが、家族は目の届く範囲にいてほしい。本人は束縛のない生活を望むが、

金銭管理や危険認識に関する課題がある等々・・・。限られた社会資源で、どれだけ各々の希望

に近づけられるかということもそうですが、時として別の可能性を提示したり、時には当事者や

家族を諭したり付け焼刃でも何かしらの支援につなげなければならないというような場面もあ

り、日々暗中模索といった状態です。 

そんな中にあっても、当事者や関係者から感謝や労いの言葉をいただくことがあり、やりがい

というか、「まあ自分の仕事も何かしら足しにはなっているのか」と感じます。 

その人の生活や人生を支えている責任ある仕事ですので、これから皆様の知恵やお力をお借り

する場面も多くあるかと思います。その中で私の仕事が何か一助になれればと思い努めてまいり

ます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

                  

 

どうも！はじめまして。６月から「ふらっと船橋」に入職いたしました山田真と申します。こ

の業界での働きは埼玉県を始発に東京都、海の幸を求めて千葉県は船橋市に降り立ちました。毎

週土曜日は朝から卸売市場に通い、帰り掛けに業スー（業務スーパー）に寄ることが山田の日課

であり幸せでございます。 

職歴については精神科デイケアや複数の障害福祉サービス事業、委託事業と、異動族で様々な

経験をさせていただいており、障がい者福祉における業務として２０年程度と、やっと脂がノッ

てきた。と言われる経験年数となってきた頃でしょうか。 

今振り返るとその間、関わらせていただいた利用者・相談者の方々との関わりや支援におい

て、数多くの失敗の経験から学ぶことが多かったです。山田が感じる福祉業界とは、       

個々の理念や想い、信念があり一概に正解と言える福祉は無いと思っております。           

失敗するも成功するも当事者の権利であり、支援者は手の届きやすいところにある         

「まごの手」と思い業務にあたりたいです。今後ともどうぞよろしくお願い致します！ 

 

 

依存問題のある方を支えるチーム作り 
《日時》令和５年 9 月 27 日（水） 

１3：30～15：30 （開場 13：00～） 

場所：船橋市勤労市民センター第 3 会議室        

 

医療観察法を学ぼう part2 
《日時》令和５年 10 月 5 日（木） 

１3：30～15：30 （開場 13：10～） 

場所： 船橋市勤労市民センター ３階 第 1、2 会議室      

申込み :  メール、FAX にて、氏名（ふりがな）・連絡先・

所属先名を「ふらっと船橋」までお知らせください。 

対象：福祉関係従事者 

  ふらっと船橋 相談員  

山田 真                         

ふらっと船橋主催研修会 【参加費無料】 

9 月 20 日

締め切り 

9 月末日 

締め切り 


